平成２３年度第３回メディカルコントロール専門委員会審議結果

■開催日時　平成２４年３月９日（金）１８時～
■開催場所　高知県庁本庁舎３階防災作戦室
■出席者数　２６名（うち５名委任状）

１　審議事項

（１）「傷病者の搬送及び受入れの実施に関する基準」の見直しについて

　　　平成２４年４月１日より、高知市の高知医療センターに精神科が開設されることを受け、「傷病者の搬送及び受入れの実施に関する基準」の見直しについて、配布の資料１及び別添１に基づき説明のうえ協議を実施した。
　　　その結果、医療機関リスト（P.10）の専門性⑪精神疾患の欄に、高知医療センターの名前を登載するだけの見直しとし、それをもって高知県救急医療協議会に案として諮ることを承認した。
　　　また、同じ平成２４年４月１日より、安芸市の県立安芸病院と県立芸陽病院が統合され、県立あき総合病院に名称が変更されることを受け、「傷病者の搬送及び受入れの実施に関する基準」の見直しについて、配布の資料１に基づき説明のうえ協議を実施した。
　　　その結果、同基準の医療機関リスト等に県立安芸病院及び県立芸陽病院とある記載を、全て県立あき総合病院と名称変更することをもって、高知県救急医療協議会に案として諮ることを承認した。

（２）「傷病者の搬送及び受入れの実施に関する基準」に基づく傷病者の搬送の状況等調査について
　　　平成２３年４月から運用を開始した「傷病者の搬送及び受入れの実施に関する基準」に基づく傷病者の搬送の状況等を把握し検証するための調査の実施及びその方法について協議を実施した。
　　　配布の別添２のように、医療機関に対する調査は実施されていることから、消防機関に対する調査を実施することを承認した。

　　　調査の時期、内容等については、配布の資料２により説明のうえ協議を実施したが、次の事項を承認のうえ、内容等については専門委員会の中に一部の委員で構成する作業部会を設け、その中で検討を行い実施することとし、それをもって調査を実施することを承認した。
　　　○調査期間は１ヵ月の期間で実施する。過去にさかのぼっての調査は難しいので、実施する期間は今後とし、早ければ今年の６月、さらにできれば来年の１月の実施なども検討する。

　　　○なお、別添２の医療機関への調査期間である平成２３年１月と平成２４年１月の総搬送件数と照会回数別（１回、２回、３回、４回以上）の搬送件数については、調査を実施する。
（３）救命救急士の再教育に係るクレジット認定について

　　　高知市消防局及び高知医療センターより申請のあった、救命救急士の再教育に係るクレジット認定について、配布資料に基づき説明のうえ協議を行い、配布資料の内容のとおりクレジットのポイントを認定した。
（４）その他
「救急隊員の行う心肺蘇生法について（平成24年3月6日付け消防救第55号）」が消防庁救急企画室長から発出されたことに伴い高知県救急医療協議会で定めている「消防職員が行う心肺機能停止傷病者に行う救急活動プロトコール」の改正が必要となるため、平成21年度と同じ構成（医師2名消防6名）でプロトコール検討会を設け、その中で検討を行うこととした。
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